
一
緒
方
惟
準
の
略
歴

惟
準
（
こ
れ
よ
し
）
は
、
緒
方
洪
庵
の
次
男
で
あ
る
が
、
長
男
が
天
逝
し

た
た
め
実
質
は
嫡
男
。
陸
軍
医
務
制
度
の
設
立
者
の
一
人
。
幼
名
は
平
三
、

名
は
準
、
惟
準
は
そ
の
諄
、
字
は
子
繩
、
通
称
洪
哉
、
号
は
蘭
洲
。
天
保
十

四
年
八
月
一
日
大
坂
に
生
れ
る
。
七
歳
の
と
き
後
藤
松
陰
に
つ
い
て
漢
学
を

修
め
、
十
二
歳
で
加
賀
大
聖
寺
に
赴
き
渡
辺
卯
三
郎
に
つ
い
て
漢
籍
お
よ
び

和
蘭
文
典
を
学
び
、
の
ち
越
前
大
野
に
移
り
伊
藤
慎
造
に
蘭
学
・
洋
式
操
練

を
習
う
。
安
政
六
年
、
十
六
歳
の
秋
、
長
崎
医
学
所
に
入
り
、
ボ
ン
。
へ
、
ポ

ー
ド
ウ
ィ
ン
お
よ
び
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
に
つ
い
て
医
学
を
修
め
る
。

文
久
三
年
、
父
洪
庵
の
死
去
に
と
も
な
い
江
戸
に
帰
り
西
洋
医
学
所
教
授

に
就
任
し
、
さ
ら
に
再
度
医
学
伝
習
の
た
め
長
崎
へ
移
る
。
慶
応
三
年
幕
命

に
よ
り
オ
ラ
ン
ダ
に
留
学
。
明
治
元
年
帰
朝
後
は
新
政
府
に
仕
え
、
典
薬
寮

医
師
、
玄
蕃
少
允
に
任
ぜ
ら
れ
、
ま
た
、
大
病
院
取
締
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
明

治
二
年
大
坂
仮
病
院
の
創
業
に
従
事
し
、
翌
三
年
に
は
軍
事
病
院
を
兼
勤
。

同
五
年
陸
軍
二
等
軍
医
正
に
任
ぜ
ら
れ
、
六
年
陸
軍
一
等
軍
医
正
に
昇
進
し
、

軍
医
学
校
専
務
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
明
治
十
年
西
南
戦
争
に
際
し
て
、
征
討
軍

団
病
院
副
長
と
し
て
出
征
。
翌
十
一
年
文
部
省
御
用
掛
、
東
京
大
学
医
学
部

（
別
課
）
生
理
学
・
眼
科
学
教
授
を
兼
務
す
る
が
、
同
年
さ
ら
に
大
阪
鎮
台

緒
方
惟
準
の
書
簡
に
つ
い
て

池
田
文
書
の
研
究
（
五
）

池
田
文
書
研
究
会

病
院
長
と
な
り
大
阪
に
移
る
。
同
十
三
年
陸
軍
軍
医
監
兼
薬
剤
監
、
軍
医
本

部
次
長
に
任
ぜ
ら
れ
、
陸
軍
本
病
院
御
用
掛
を
兼
勤
。
同
十
七
年
東
京
陸
軍

病
院
長
を
兼
務
す
る
が
、
同
二
十
年
職
を
辞
し
て
大
阪
に
帰
家
、
緒
方
病
院

を
創
立
し
て
そ
の
院
長
と
な
る
。
ま
た
翌
二
十
一
年
大
坂
慈
恵
病
院
の
設
立

に
参
画
し
院
長
に
選
ば
れ
る
。
明
治
四
十
二
年
七
月
二
十
日
没
、
享
年
六
十

七
歳
。惟

準
は
公
務
の
余
暇
に
私
塾
を
開
き
教
授
し
た
。
幕
末
の
下
谷
竹
町
の
塾

で
は
蘭
学
を
教
授
し
、
そ
の
生
徒
は
約
二
○
○
余
名
。
明
治
五
年
か
ら
十
一

年
ま
で
駿
河
台
南
甲
賀
町
に
開
い
た
塾
で
は
医
学
生
の
承
に
教
授
し
、
生
徒

数
は
総
計
八
八
二
名
に
達
し
た
と
い
う
。
惟
準
の
著
訳
書
と
し
て
は
『
衛
生

新
論
』
『
撰
兵
必
携
』
『
勃
氏
対
症
方
叢
』
『
眼
科
間
微
』
『
西
薬
新
論
』
『
外

科
器
機
略
論
』
『
勃
海
母
氏
薬
物
学
』
な
ど
が
あ
る
。

（
参
考
文
献
・
緒
方
秀
雄
『
緒
方
惟
準
直
筆
の
自
叙
傳
原
稿
に
つ
い
て
ｌ
そ

の
紹
介
と
讃
後
覚
書
ｌ
』
）

二
惟
準
の
書
簡

池
田
文
書
に
は
惟
準
の
謙
斎
宛
書
簡
が
十
八
通
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
う

ち
最
も
時
期
の
早
い
も
の
は
慶
応
四
年
、
遅
い
も
の
は
明
治
三
十
八
年
で
あ

る
〕
こ
れ
を
惟
準
の
経
歴
に
よ
っ
て
大
別
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

Ａ
留
学
・
軍
医
時
代
（
慶
応
四
年
ｌ
明
治
二
十
年
）
十
通

Ｂ
大
坂
開
業
時
代
（
明
治
二
十
一
年
’
三
十
八
年
）
八
通

池
田
家
へ
養
子
縁
組
を
可
能
に
す
る
た
め
洪
庵
の
養
子
と
な
っ
た
い
き
さ

つ
か
ら
、
謙
斎
と
惟
準
と
は
、
謙
斎
が
二
歳
年
上
の
義
兄
弟
で
あ
り
、
洪
庵

の
没
後
、
下
谷
の
惟
準
の
塾
で
は
、
謙
斎
が
塾
頭
を
勤
め
て
い
た
こ
と
が
知
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池田文書一緒方惟準書簡一覧

受信者名備考油 鰐発信年月日（）内推定発信者名

(A)留学・軍医時代（慶応四年～明治二・1･年）

1Ii1318Ii8明治元年3月8日’緒方洪哉．.トレヒト

21iIイ叩胎（2） 年 9 月 9 日 緒 方 洪 哉 人 坂

3 G44明治（）年12月24日洪哉

4624明浩(IU)年4月18日緒方医正（久留米）

51123IWW;(1I)年11月12日緒方惟準大坂鎮台病院

6（;21iIﾘ職(II)年11J~J211H惟準（人版）

7Iil8明治(13)年4月3Ⅱ日締方惟準人阪

81i:111明治年12 月l 2H 緒方 （東 京）

9Ii28明治年月24H緒方（東京）

1111125明沿年i2月29日緒方惟準人坂

池田識斎様オランダ留学消息

池田識斎楳大村益次郎暗殺

謙 斎 人 先 生 花 松 典 侍 容 態

池田医監殿西南戦争中

池田軍医監殿メーヱル氏眼科書

識斎賢胴兄田中信再

池田一等侍医殿軍医監拝命

池田標皿三郎病気

池田様病人容態

池 田 融 斎 様 老 母 容 態

'－－年～三l-八年）

緒方惟準

緒方惟準（人阪）

緒方惟準人坂

緒方惟準浪花

緒方惟準（人阪）

緒方惟準（人阪）

惟準大坂

緒方惟準（人阪）

(B)大阪開業時代（明治二

11617明治（21）年2月cH

121i21明沿(24)年12月lIH

13［122明治〈21i）年11月8H

14619Im論(28)年4月29H

l51I2II明治(:11)年2月7H

16627明治(31)年5月9日

17（j29明治(31)年5月9日

18615明治38年1月3日

池田識斎様整三郎容態

池田融斎様宮内省履歴

池 田 謙 斎 様 欠 下 友 造

侍医長池田謙斎殿「エベー」

池田融斎様華族受爵祝い

池田 謙 斎 様 謙 斎 親 屈 書

謙斎老兄謙斎親屈書

池田謙斎人兄日露鞭争腓年闘

ら
れ
て
い
る
が
、
書
簡
全
編
を
通
じ
て
、
両
者

（
両
家
）
の
き
わ
め
て
親
密
な
親
戚
づ
き
あ
い

が
維
新
後
も
長
年
に
わ
た
っ
て
続
い
て
い
た
こ

と
を
裏
付
け
て
い
る
。
書
簡
の
大
半
は
惟
準
の

家
族
の
診
察
依
頼
や
容
態
書
で
あ
り
、
多
く
は

大
阪
か
ら
の
消
息
文
で
あ
る
。
上
京
の
際
、
惟

準
が
謙
斎
の
家
を
宿
所
と
し
て
い
た
こ
と
が
窺

わ
れ
る
。
適
塾
関
係
者
の
就
職
周
旋
に
か
か
わ

る
記
事
（
書
簡
六
二
六
）
が
み
ら
れ
る
の
は
両

者
の
関
係
か
ら
当
然
で
あ
る
。

Ａ
で
は
、
こ
う
し
た
私
的
な
消
息
文
の
中
に

も
、
侍
医
・
軍
医
と
し
て
の
職
務
や
進
退
に
か

か
わ
る
記
事
が
散
見
さ
れ
る
。

書
簡
六
一
三
は
、
惟
準
の
オ
ラ
ン
ダ
留
学
中

の
貴
重
な
消
息
を
伝
え
て
い
る
。
惟
準
が
オ
ラ

ン
ダ
に
留
学
し
た
の
は
、
自
伝
に
よ
り
、
慶
応

元
年
（
二
十
三
歳
）
と
さ
れ
、
こ
れ
が
通
説
と

な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
惟
準
の
記
憶
違
い
と

思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
ポ
ー
ド
ウ
ィ
ン
や
同

行
者
の
記
録
か
ら
慶
応
三
年
（
二
十
五
歳
）
と

改
め
た
。

書
簡
六
一
四
は
、
大
村
益
次
郎
暗
殺
直
後
の

大
阪
か
ら
の
書
簡
で
あ
る
。
惟
準
が
ポ
ー
ド
ゥ

ィ
ン
を
伴
っ
て
京
都
に
赴
き
、
ポ
ー
ド
ウ
ィ
ン

rllワ、
、坐公一ノ
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が
大
村
の
手
術
を
行
な
っ
た
話
は
有
名
で
あ
る
。

書
簡
六
二
四
は
、
西
南
戦
争
中
の
久
留
米
か
ら
の
消
息
と
み
ら
れ
る
。

書
簡
六
二
三
は
、
惟
準
が
大
阪
鎮
台
病
院
長
と
な
っ
て
大
阪
に
移
っ
た
と

き
の
も
の
で
、
謙
斎
の
勧
め
も
あ
っ
て
眼
科
の
開
業
を
試
承
、
謙
斎
の
蔵
書

を
借
り
て
『
メ
ー
ヱ
ル
氏
眼
科
書
』
を
翻
訳
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

ま
た
こ
の
書
簡
に
は
、
「
昨
今
橋
本
君
検
閲
使
随
行
ニ
テ
当
地
滞
在
、
就
テ

ハ
同
君
之
神
経
質
一
兵
閉
口
致
候
、
同
君
〈
其
兄
君
と
〈
違
上
誠
｝
｜
信
義
な

き
人
物
二
御
座
候
」
と
橋
本
（
綱
常
）
に
対
す
る
厳
し
い
人
物
評
価
が
吐
露

さ
れ
て
い
る
。

書
簡
六
一
八
は
、
惟
準
が
軍
医
監
を
拝
命
し
た
時
の
も
の
で
、
「
誠
一
一
年

来
之
御
周
旋
ヲ
蒙
リ
」
と
、
謙
斎
の
引
き
立
て
に
謝
意
を
表
し
て
い
る
．

Ｂ
で
は
、
職
務
上
の
交
渉
は
切
れ
、
も
っ
ぱ
ら
私
事
に
わ
た
る
内
容
で
占

め
ら
れ
て
い
る
。
明
治
二
十
四
年
、
惟
準
は
従
四
位
に
叙
せ
ら
れ
た
が
、
こ

れ
は
謙
斎
の
上
申
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
書
簡
六
二
一
は
こ
の
上
申
の
際

の
も
の
で
あ
る
。
書
簡
六
二
七
、
六
二
九
は
謙
斎
の
叙
爵
の
際
、
惟
準
が
書

い
た
親
族
書
の
下
書
で
、
洪
庵
を
謙
斎
の
父
、
惟
準
を
謙
斎
の
兄
と
し
て
い

》
（
》
Ｑ

惟
準
が
四
十
五
歳
の
若
さ
で
軍
医
を
退
い
て
大
阪
に
移
っ
た
主
な
原
因
は
、

脚
気
の
病
因
に
対
す
る
石
黒
忠
息
と
の
意
見
の
衝
突
か
ら
と
さ
れ
る
。
直
情

径
行
的
で
自
我
の
強
い
性
格
の
惟
準
を
、
一
方
な
ら
ず
謙
斎
が
周
旋
し
て
い

た
こ
と
も
窺
わ
れ
る
。

（
遠
藤
正
治
）

第
六
一
三
号
文
書
緒
方
洪
哉
書
状
池
田
謙
斎
宛
＊
〔
斎
藤
〕

（
端
裏
書
き
）

緒
方
惟
準
殿
和
蘭
留
学
先
方

慶
応
三
丁
卯
十
二
月
朔
日
御
認
之
尊
書
、
西
千
八
百
六
十
八
年
第
三
月
七

日
相
達
難
有
拝
訶
仕
候
、
先
以
諸
兄
益
御
多
祥
被
為
成
御
勤
学
、
恐
悦
不

斜
奉
万
賀
候
、
次
一
一
此
地
徒
生
一
同
無
異
録
々
消
光
罷
在
候
、
乍
偉
御
放

伸
可
被
下
候
、
扱
昨
夏
来
御
答
不
被
下
、
御
動
静
も
碇
と
相
知
之
申
候
得

（
一
）
（
一
一
）

共
、
満
氏
方
抱
氏
方
え
之
書
状
｜
｜
て
御
一
統
御
清
適
一
一
御
勉
業
之
事
と
奉

遠
察
候
、
然
ル
処
今
般
御
細
書
被
下
、
実
二
御
拝
顔
致
候
様
被
存
数
回
披

見
．
御
厚
情
之
段
心
胆
一
一
透
シ
難
有
奉
万
謝
候
、
加
之
高
印
一
一
付
種
を
御

厄
介
実
一
一
無
申
訳
腋
汗
之
至
、
御
高
評
之
程
偏
一
一
奉
願
上
候
、
○
小
嶌
乳

母
不
幸
ニ
し
て
相
果
候
は
愁
然
之
至
御
座
候
、
其
節
も
早
速
御
診
察
被
下

御
治
法
迄
御
加
へ
被
下
候
趣
、
高
印
右
も
申
来
、
厚
く
御
礼
申
述
被
呉
候

様
当
人
よ
り
も
申
越
候
、
実
一
一
何
か
ら
何
｝
一
迄
之
御
厚
情
御
礼
之
程
難
尽

筆
紙
、
隔
天
二
て
垂
頭
奉
万
謝
候
、
加
之
過
頃
〈
御
不
自
由
中
え
御
無
理

申
上
金
子
御
拝
借
、
高
印
え
御
渡
被
下
候
段
有
難
奉
存
候
、
乍
此
上
御
滞

崎
中
〈
恐
入
候
得
共
、
私
児
何
卒
御
着
眼
奉
願
上
候
、
尊
君
其
後
御
愛
閨

之
御
離
別
な
く
御
座
右
之
由
、
実
一
一
御
尤
之
事
二
御
座
候
、
可
恐
〈
愛
情
、

小
生
之
如
く
遠
隔
二
て
も
常
一
一
右
婦
人
を
想
像
致
し
慕
は
し
く
御
座
候
、

今
般
江
府
え
一
封
差
出
候
一
一
付
、
又
左
老
母
迄
他
事
二
事
ヨ
セ
御
地
え
金

子
差
送
り
可
申
候
、
夫
一
一
て
暫
時
一
一
て
も
御
困
窮
御
遁
れ
可
被
成
候
、
乍

併
御
地
之
景
勢
実
二
御
羨
敷
、
昔
日
之
厚
情
思
出
し
諸
君
御
慕
し
く
御
座

池
田
文
書
の
研
究
（
五
）
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（
三
）
（
四
）

候
、
小
生
事
〈
昨
冬
中
〈
当
地
キ
リ
マ
ー
ト
’
一
馴
不
申
、
不
絶
シ
ン
キ
ン

（
マ
マ
）

グ
を
脳
ミ
困
居
候
処
．
於
節
梢
を
春
陽
相
催
候
一
一
付
健
壮
二
相
成
候
次
第

故
、
御
地
之
事
而
己
不
絶
思
出
し
、
寸
閑
一
一
も
帰
朝
を
忘
却
不
仕
候
、
加

今
早
）

之
面
白
敷
も
な
き
ホ
ー
ル
ゞ
へ
’
－
－
テ
ン
ゲ
ニ
昼
夜
苦
労
之
外
何
一
と
し
て

楽
ミ
無
之
、
空
然
二
送
光
罷
在
候
、
間
を
徒
生
中
｝
｜
て
奇
事
を
起
し
候
を

楽
と
し
て
一
笑
仕
候
程
之
事
一
一
御
座
候
、
此
殿
御
憐
察
可
被
下
侯
、
奇
事
馬

（
一
ハ
）

鹿
一
条
〈
松
本
方
申
上
候
間
相
略
申
候
、
一
、
方
今
欧
羅
巴
之
形
勢
静
誰

一
一
し
て
「
プ
ロ
イ
セ
ン
」
「
オ
ー
ス
テ
ン
レ
ー
キ
」
戦
争
評
も
全
く
絶
へ

申
候
、
昨
秋
「
イ
タ
リ
ヤ
」
国
「
ロ
ー
ど
府
ニ
パ
リ
バ
リ
ス
蜂
起
、
仏

軍
兵
と
小
戦
争
有
之
候
得
共
急
ナ
平
治
致
し
、
御
節
〈
諸
洲
静
證
二
て
益

学
術
共
一
一
開
申
候
、
亜
目
利
加
蒸
気
車
鉄
道
之
大
業
も
過
半
出
来
、
当
年

中
二
は
全
く
出
来
致
候
よ
し
、
左
様
候
得
は
本
朝
え
之
往
来
自
由
一
一
可
相

成
候
、
夫
一
一
反
し
て
本
朝
之
風
評
不
宜
、
殊
更
方
今
之
形
勢
恐
入
候
次
第
、

遠
隔
之
地
故
虚
実
難
計
御
座
候
得
共
、
実
二
仰
天
長
歎
之
至
御
座
候
、
御

擾
乱
之
原
は
薩
印
方
相
起
り
候
事
と
奉
遠
察
候
、
実
二
可
悪
国
賊
｝
一
御
座

候
、
一
、
抱
氏
去
月
此
地
出
立
仕
候
得
共
、
右
本
朝
之
擾
乱
二
付
巴
里
一
一

（
マ
マ
）

足
を
止
ミ
後
便
を
待
居
候
、
一
、
御
地
出
立
之
節
諸
君
え
御
約
束
申
上
候

（
七
）

書
籍
「
ブ
リ
ル
」
杯
求
置
候
得
共
、
何
分
御
地
え
之
良
便
無
之
、
加
之
大

（
八
）

物
故
当
惑
仕
居
候
、
今
般
御
申
送
之
「
プ
レ
ス
」
ア
ナ
ト
ミ
ー
ハ
全
備
一
一

相
成
居
候
間
、
早
速
幸
便
を
探
策
致
し
慥
二
御
送
り
可
申
上
候
、
外
之
諸

君
へ
も
左
様
御
伝
声
可
被
下
候
、
一
、
御
地
満
水
、
英
水
夫
殺
害
、
新
鎮

（
九
）

台
散
兵
「
キ
リ
ス
テ
ン
ド
ム
」
一
条
杯
〈
新
聞
紙
二
て
承
知
罷
居
候
得
共
、

御
紙
面
一
一
て
尚
以
明
白
一
一
相
成
有
難
奉
存
候
、
一
、
新
た
く
わ
ん
〈
実
一
一

羨
敷
、
食
事
毎
二
は
思
出
し
口
内
酸
生
仕
候
、
一
、
月
沢
未
タ
出
崎
不
仕
候

よ
し
、
当
人
御
地
え
罷
出
候
得
は
よ
ろ
し
く
御
伝
声
可
被
下
候
、
御
愛
閨

え
何
か
珍
物
を
呈
度
御
座
候
得
共
、
不
得
幸
便
不
得
其
意
候
間
、
呉
々
も

（
一
○
）
（
一
二

宜
敷
御
伝
声
可
被
下
候
、
一
、
竹
内
君
、
土
生
君
へ
宜
敷
御
鳳
辨
奉
願
上

候
、
竹
内
君
ハ
ャ
ハ
リ
両
閨
二
御
座
候
哉
、
此
節
〈
其
地
又
々
京
師
之
擾

（
一
一
一
）

乱
二
付
御
盛
之
事
と
奉
遠
察
候
、
一
、
御
地
一
一
遊
学
仕
居
候
馬
嶋
会
津
人
、

当
節
「
プ
ロ
イ
セ
ン
」
オ
ル
テ
ン
ビ
ュ
ル
ク
ニ
勤
学
罷
在
、
毎
度
書
状
差

送
り
申
候
、
当
人
も
不
幸
一
一
し
て
此
度
は
帰
朝
仕
候
、
夫
も
無
金
一
一
付
て

之
事
二
御
座
候
、
一
、
仏
英
魯
之
舎
弟
共
無
異
勤
学
罷
在
候
、
乍
憧
此
又

御
放
伸
奉
願
上
候
、
・
ヘ
ー
テ
ル
ヒ
ュ
ル
ク
ヘ
昨
冬
〈
十
年
来
之
寒
気
二
て
、

人
三
人
凍
死
空
烏
落
死
致
候
よ
し
一
一
御
座
候
、
一
、
当
節
〈
当
国
一
一
も
本

（
一
二
一
）

朝
之
徒
生
多
く
相
成
、
大
威
得
折
を
集
会
、
大
ニ
プ
リ
シ
ー
ル
を
得
候
、

（
一
四
）
（
一
五
）
（
一
六
）

御
存
じ
之
通
り
林
、
伊
東
之
外
赤
松
大
三
郎
御
軍
艦
付
、
佐
賀
人
佐
野
、

（
一
七
）

石
見
人
太
田
、
我
々
と
も
都
合
十
人
御
座
候
、
一
、
野
生
は
昨
冬
転
宅
仕

候
て
学
校
近
傍
｝
一
借
家
を
求
メ
住
居
罷
在
候
故
、
「
ア
ド
レ
ス
」
差
上
申

候
、
何
卒
尊
君
御
閑
暇
次
第
短
書
｜
一
て
よ
ろ
し
く
御
座
候
間
、
折
埼
御
書

状
被
下
度
偏
二
奉
願
上
候
、
此
地
倉
も
一
ヶ
月
一
度
つ
上
〈
呈
上
可
仕
候
、

実
一
一
遠
国
二
て
は
親
友
之
書
状
ハ
面
会
致
候
様
被
思
、
数
回
繰
り
返
り
拝

諦
仕
、
精
神
を
楽
し
ま
し
申
候
、
御
地
方
ハ
三
ケ
月
｝
一
足
す
し
て
御
書
状

相
達
候
間
、
偏
一
一
右
条
ハ
願
上
候
、
小
生
此
地
二
罷
越
候
後
、
江
府
方
ハ

只
た
こ
度
書
状
参
り
候
而
巳
一
一
御
座
候
故
、
当
節
〈
大
二
便
を
待
居
候
、

外
二
申
上
度
事
海
山
御
座
候
得
共
、
学
校
出
勤
遅
刻
一
一
相
成
候
二
付
、
乍

残
念
止
筆
仕
候
、
余
は
奉
期
後
便
之
時
候

西
洋
閨
千
八
百
六
十
八
年
第
三
月
八
日
朝
七
字
認

和
蘭
ユ
ト
ク
レ
ク
ト
緒
方
洪
哉
百
拝
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（
一
）
満
氏
・
・
・
マ
ン
ス
プ
ェ
ル
ト
。
。
く
塵
ご
三
目
〕
“
ぐ
島
ポ
ー
ド
ウ
ィ
ン
を
継

い
で
慶
応
元
年
長
崎
精
得
館
教
諭
。
の
ち
熊
本
医
学
枝
、
京
都
療
院
の
お
雇

い
教
師
と
な
る
。

（
ご
抱
氏
：
ボ
ー
ド
ゥ
ィ
ン
ン
・
閨
．
唇
且
乏
旨
（
扇
隠
ｌ
冨
韻
）
ボ
ン
・
へ
の
後

任
と
し
て
文
久
二
年
来
日
し
長
崎
精
得
館
教
諭
と
な
る
。
惟
準
は
一
時
そ
の

訳
官
を
つ
と
め
、
慶
応
三
年
六
月
オ
ラ
ン
ダ
留
学
の
際
に
は
そ
の
帰
国
に
同

行
、
そ
の
紹
介
に
よ
っ
て
ユ
ト
レ
ヒ
ト
陸
軍
軍
医
学
校
へ
入
学
。

（
ラ
キ
リ
マ
ー
ト
…
匡
冒
四
鼻
気
候
。

（
ｇ
シ
ン
キ
ン
グ
…
侭
旨
酉
凋
カ
タ
ル
、
感
冒
。

（
ご
ホ
ー
ル
ベ
ニ
ー
テ
ン
グ
…
く
○
○
号
自
国
島
凋
予
習
。

具
）
松
本
…
松
本
良
順
の
子
蛙
太
郎
。
慶
応
三
年
幕
府
オ
ラ
ン
ダ
留
学
生
と
し
て

惟
準
と
共
に
留
学
。

（
七
）
ブ
リ
ル
・
・
ず
皇
眼
鏡
。

（
〈
）
ブ
レ
ス
・
・
・
』
・
ン
．
国
句
陶
国
砂
自
己
句
匡
旨
唄
言
。
（
号
陣
⑤
昌
駕
一
日
昌
一
頭
宰
向
い
‐

の
胃
専
。
且
。
○
昌
房
＆
の
百
且
①
く
轌
巨
号
冨
冨
而
冒
碗
呂
〕
ご
胃
月
實
》
旨
誤

『
体
系
的
人
体
解
剖
の
手
引
』
。

兜
）
キ
リ
ス
テ
ン
ド
ム
：
ｂ
胃
眞
の
且
○
ヨ
キ
リ
ス
ト
教
。

池
田
謙
斎
様

（
一
八
）

二
白
、
時
下
折
角
御
厭
専
一
可
被
遊
候
様
奉
願
上
候
、
御
序
之
節
松
岡

（
一
九
）

吉
雄
其
外
塾
中
一
統
え
よ
ろ
し
く
御
伝
へ
可
被
下
候
、
満
先
生
え
松
小

生
一
一
て
写
真
呈
上
仕
度
御
座
候
間
、
同
人
え
御
呈
し
被
下
度
且
又
よ
ろ

し
く
御
伝
声
可
被
下
候
、
其
外
丸
山
諸
店
え
よ
ろ
し
く
、
今
般
高
印
之

書
状
御
届
ヶ
被
下
有
難
奉
存
候
、
乍
御
面
倒
別
封
又
を
高
印
へ
御
投
可

被
下
候
、
当
国
之
芝
居
、
楽
し
音
、
馬
芝
居
杯
も
一
覧
仕
候
得
共
面
白

敷
無
之
、
此
等
之
事
〈
本
朝
｝
一
限
り
申
候
、
承
な
さ
ん
か
う
ら
や
ま
し

（
二
○
）
（
二
一
）

か
ば
い
、
竹
谷
、
赤
星
方
呉
を
も
宜
敷
申
上
被
呉
候
申
出
候
、

第
六
一
四
号
文
書
緒
方
洪
哉
書
状
池
田
謙
斎
宛
〔
斎
藤
〕

（
一
）

御
序
之
節
土
昌
氏
方
先
年
ホ
ー
ト
イ
ン
え
遣
候
香
艫
之
義
、
以
手
紙
当

人
え
尋
可
被
呉
候
様
申
出
候
間
、
土
呂
行
兼
手
紙
差
上
候
間
、
当
人
え

御
渡
可
被
下
候
、
已
上

一
書
拝
呈
時
下
秋
冷
相
催
候
得
共
、
御
惣
容
様
益
御
機
嫌
克
被
為
在
、
珍

（
二
）
竹
内
…
竹
内
正
信
。

（
二
）
土
生
：
・
土
生
玄
昌
か
。

（
三
）
馬
嶋
…
洪
庵
門
人
馬
嶋
健
吉
か
。
健
吉
は
加
賀
大
聖
寺
藩
医
、
明
治
元
年
オ

ラ
ン
ダ
留
学
。

（
三
）
プ
リ
シ
ー
ル
…
三
⑦
昌
曾
楽
し
承
。

（
｜
巴
林
…
林
研
海
。
林
洞
海
の
子
。
文
久
二
年
幕
府
第
一
回
オ
ラ
ン
ダ
留
学
生
と

し
て
留
学
中
。

（
一
ご
伊
東
…
伊
東
方
成
。
玄
朴
の
養
子
。
林
研
海
と
共
に
オ
ラ
ン
ダ
留
学
。

（
天
）
佐
野
・
・
佐
野
常
民
。

（
一
ち
太
田
・
未
詳
。

（
一
◇
松
岡
…
未
詳
。

（
元
）
吉
雄
…
吉
雄
圭
斎
か
。

全
ｅ
竹
谷
…
武
谷
椋
山
（
俊
三
）
。
福
岡
藩
医
原
田
種
彦
の
二
男
で
武
谷
椋
亭
の

養
子
と
な
る
。
長
崎
に
留
学
し
、
ポ
Ｉ
ド
ウ
ィ
ン
に
師
事
し
、
惟
準
ら
と
共

に
オ
ラ
ン
ダ
へ
留
学
。
明
治
三
年
帰
国
し
実
家
に
復
帰
し
俊
三
と
改
め
、
陸

軍
省
八
等
出
仕
、
軍
医
学
校
附
と
な
り
、
の
ち
大
阪
府
病
院
、
金
沢
病
院
に

勤
務
し
た
。

三
）
赤
星
…
赤
星
研
造
。
筑
前
藩
よ
り
長
崎
留
学
を
命
ぜ
ら
れ
ポ
ー
ド
ウ
ィ
ン
に

師
事
。
惟
準
ら
と
オ
ラ
ン
ダ
へ
留
学
。
明
治
三
年
ド
イ
ツ
へ
転
じ
、
七
年
帰

国
。
宮
内
省
侍
医
を
経
て
大
学
東
校
教
官
と
な
り
、
の
ち
仙
台
病
院
長
と
な

ヲ
（
ぜ
。

＊
〔
〕
は
判
読
、
翻
字
作
業
を
行
っ
た
会
員
名
を
示
す
。
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重
不
斜
奉
大
賀
候
、
尊
兄
二
は
益
御
勇
健
御
奉
職
被
遊
、
南
山
之
御
儀
奉

拝
賀
候
、
次
小
生
磁
食
消
光
罷
在
候
、
乍
揮
御
放
伸
可
被
下
候
、
狐
て
過

（
一
一
）

日
高
橋
氏
え
御
託
之
尊
書
相
達
し
、
有
難
拝
読
仕
候
、
毎
度
御
親
切
二
被

仰
聞
、
実
一
一
落
涙
奉
感
謝
候
、
此
度
火
急
一
一
御
用
取
一
一
付
、
近
を
御
地
之

出
頭
可
仕
候
間
、
何
卒
又
を
御
厄
介
奉
願
候
、
只
今
方
相
願
置
候
事
〈
、

小
生
着
之
日
一
晩
尊
兄
方
え
止
宿
願
上
度
、
甚
恐
入
候
得
共
伏
て
奉
願
候
、

（
三
一
）

御
用
之
筋
は
更
二
未
明
、
何
し
’
一
も
出
頭
可
致
候
、
今
二
岩
佐
氏
下
坂
無

（
四
）

之
、
日
々
に
屈
指
相
待
居
候
、
京
坂
と
も
変
事
も
無
之
候
ど
も
、
大
村
益

次
郎
暗
殺
一
一
出
遇
ひ
、
大
一
一
深
手
を
受
ヶ
申
候
、
先
す
生
二
は
係
り
不
申

と
風
評
仕
候
、
尤
も
京
地
一
一
て
有
之
候
也
、
先
は
右
申
上
度
早
々
如
此
御

座
候
、
恐
々
謹
言

（
五
）

九
月
九
日
明
ヶ

緒
方
洪
哉

池
田
謙
斎
様

机
下

尚
々
時
下
御
厭
専
一
可
被
遊
候
、
尊
大
人
始
皆
々
様
え
宜
敷
御
鶴
声
可

被
下
候
、
ホ
ー
ト
イ
ン
方
も
宜
敷
コ
ン
・
フ
リ
メ
ン
ト
申
出
候
、
已
上

乍
御
面
倒
別
封
伊
東
え
御
届
可
被
下
候
、
已
上

へへへへ

四＝ニー

レレシー

（
五
）

土
昌
…
土
生
玄
昌
か
。

高
橋
・
・
高
橋
正
純
か
。

岩
佐
…
岩
佐
純
か
。

大
村
益
次
郎
暗
殺
：
フ
ラ
ン
ス
式
の
軍
制
を
採
用
し
よ
う
と
し
て
明
治
二
年

九
月
四
日
五
十
嵐
貞
利
等
に
よ
り
襲
わ
れ
、
十
一
月
五
日
に
没
し
た
。

前
注
よ
り
明
治
二
年
と
推
定
さ
れ
る
。

第
六
四
四
号
文
書
洪
哉
書
状
謙
斎
宛
〔
斎
藤
〕

口
上

花
松
典
侍
容
体
今
午
後
四
時
参
診
候
処
、
昨
日
御
診
察
後
午
後
四
時
比
ヨ

リ
大
便
三
四
行
、
切
メ
堅
ク
後
軟
便
多
量
少
を
シ
、
便
之
為
メ
痛
ア
リ
、

今
日
は
今
二
通
シ
無
之
干
図
異
状
無
之
先
平
穏
、
価
て
此
段
申
上
候
也
、

十
二
月
廿
四
日
午
後
四
時
三
十
分
洪
哉
拝

謙
斎
大
先
生

第
六
二
四
号
文
書
緒
方
医
正
書
状
池
田
医
監
宛
〔
斎
藤
〕

益
御
清
祥
奉
拝
賀
候
、
楓
官
軍
熊
本
二
相
達
、
本
営
も
移
転
相
成
候
趣
実

に
可
賀
狗
灸
、
処
方
菱
東
京
書
状
丼
に
包
物
共
為
持
さ
し
出
候
、
御
落
掌

可
被
下
候
、
当
地
患
者
今
一
船
参
り
候
〈
、
先
す
輸
送
し
終
り
候
問
、
不

日
其
御
地
え
向
テ
出
発
之
心
得
な
り
、
其
御
〈
諸
事
宜
敷
御
取
計
願
上
候
、

医
官
〈
已
二
長
崎
え
過
半
さ
し
出
候
、
右
申
上
度
、
草
々
謹
言

（
一
）

四
月
十
八
日

緒
方
医
正

池
田
医
監
殿

第
六
二
一
一
一
号
文
書
緒
方
惟
準
書
状
池
田
軍
医
監
宛
〔
斎
藤
〕

（
封
筒
表
）

東
京
駿
河
台
北
甲
賀
町
十
五
番
地
池
田
軍
医
監
殿
乞
親
展
（
消
印
）

平
信

（
｜
）
明
治
十
年
西
南
戦
争
の
際
、
惟
準
は
三
月
二
日
福
岡
よ
り
久
留
米
に
移
り
、

征
討
軍
団
病
院
副
長
を
仰
付
け
ら
れ
、
陸
軍
本
病
院
出
仕
の
命
を
受
け
た
。

軍
団
病
院
長
は
林
研
海
で
あ
っ
た
が
、
研
海
は
主
に
戦
地
に
赴
い
た
の
で
惟

準
が
院
長
の
代
行
を
し
て
久
留
米
に
在
っ
た
頃
と
推
定
さ
れ
る
。
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（
封
筒
裏
）

大
坂
鎮
台
病
院
緒
方
惟
準
（
消
印
）

両
度
之
尊
害
難
有
拝
読
仕
候
、
時
下
秋
冷
之
候
尊
堂
御
惣
容
様
御
揃
益
御

渭
安
被
遊
御
起
居
、
珍
重
不
斜
奉
大
賀
候
、
二
一
一
茅
屋
一
同
無
異
消
日
罷

（
一
）

在
候
、
乍
恐
御
休
伸
可
被
下
候
、
狐
毎
度
御
懇
切
一
一
「
プ
リ
ハ
ー
ト
プ
ラ

ク
チ
ー
ス
」
之
義
御
申
越
被
成
下
、
御
厚
情
之
段
難
有
奉
万
謝
候
、
已
に

出
京
前
一
一
も
尊
兄
方
右
御
話
有
之
候
二
付
、
当
地
着
後
直
一
一
以
其
心
願
眼

療
而
已
専
ラ
致
居
候
処
、
昨
今
は
右
患
者
陸
続
参
り
候
二
付
、
以
テ
手
術

患
者
も
有
之
、
秀
以
当
府
下
北
浜
三
丁
目
十
九
番
地
二
右
病
室
取
設
、
先

月
下
旬
来
官
務
之
余
暇
出
頭
致
居
候
、
十
分
昨
今
〈
繁
忙
二
相
暮
居
候
間
、

此
殿
御
安
慮
被
成
下
度
希
候
、
○
拙
母
事
、
当
地
之
気
候
相
応
候
ゆ
へ
嗽
、

近
頃
〈
至
テ
健
康
日
を
外
出
罷
在
侯
、
此
又
御
安
意
被
成
下
度
候
、
母
右

無
申
訳
御
無
音
御
詑
申
出
候
、
○
道
平
方
伯
母
過
日
来
下
血
之
症
二
付
、

尊
兄
之
御
治
療
相
願
全
快
之
趣
申
来
、
難
有
奉
拝
謝
候
、
尚
乍
此
上
宜
敷

（
一
一
）

願
上
候
、
○
四
郎
義
ハ
昨
今
商
法
二
勉
強
之
趣
候
得
共
、
此
又
時
々
御
注

（
一
二
）

意
被
成
下
候
様
奉
願
候
、
○
松
本
蛙
太
郎
殿
〈
御
申
越
之
病
症
ニ
テ
ハ
、（

四
）

実
二
気
毒
千
万
奉
存
候
、
御
序
之
節
同
君
え
宜
敷
御
申
伝
願
奉
候
、
○
石

川
君
賊
難
〈
御
気
毒
、
嚥
か
し
奥
様
が
思
上
や
ら
れ
候
、
○
迂
生
出
京
前

迄
恩
借
相
願
候
メ
ー
ヱ
ル
氏
眼
科
書
已
二
二
三
十
枚
翻
訳
致
候
二
付
、
尚

其
続
相
訳
度
存
候
ゆ
へ
、
幸
便
之
節
暫
時
拝
借
相
叶
申
間
敷
候
哉
、
此
段

伏
テ
奉
懇
願
候
、
先
右
御
貴
答
芳
不
毫
相
呈
候
、
猶
奉
期
後
音
候
、
頓
首

謹
言

（
五
）

十
一
月
十
二
日

惟
準
百
拝

謙
斎
兄玉

机
下

第
六
二
六
号
文
書
緒
方
惟
準
書
状
池
田
謙
斎
宛
〔
斎
藤
〕

爾
来
御
無
音
欠
礼
二
て
御
海
恕
可
被
下
候
、
時
下
秋
冷
相
催
候
得
共
、
高
台

御
惣
容
様
益
御
清
康
被
為
在
御
起
居
、
珍
重
奉
大
賀
候
、
次
二
茅
屋
一
同

（
一
）

無
異
消
光
罷
在
候
問
、
乍
恐
御
放
念
可
被
下
候
、
扱
今
般
、
先
考
門
人
田

中
信
吾
外
一
名
出
京
之
上
、
石
川
県
金
沢
医
学
校
二
独
乙
医
士
壱
名
雇
入

度
趣
ニ
テ
、
尊
台
下
え
罷
出
御
協
議
相
願
度
段
、
迂
生
迄
依
頼
申
出
候
問
、

御
多
忙
中
恐
入
候
得
共
御
面
会
被
成
下
、
当
人
之
願
意
御
聞
取
奉
願
候
、

迂
生
義
も
当
年
中
上
京
、
久
を
御
高
談
拝
承
仕
度
存
候
二
付
、
属
之
林
軍

医
総
監
え
内
願
二
相
及
候
得
共
、
未
タ
其
義
不
相
運
、
切
歯
罷
在
候
、
御

尚
灸
乍
末
筆
御
伯
母
様
始
皆
様
え
宜
敷
御
致
声
奉
願
候
、
過
日
〈
御
帰

省
被
遊
候
よ
し
、
艇
か
し
御
両
親
様
之
御
悦
被
為
在
候
〈
ん
と
御
遙
察

申
上
候
、
当
地
二
御
用
向
も
有
之
候
〈
、
、
無
御
遠
慮
御
申
越
被
下
度

（
一
ハ
）

候
、
昨
今
橋
本
君
検
閲
使
随
行
ニ
テ
当
地
滞
在
、
就
テ
ハ
同
君
之
神
経
質

ニ
ハ
閉
口
致
候
、
同
君
〈
其
兄
君
卜
〈
違
上
誠
一
一
信
義
な
き
人
物
二
御
座

候
、
然
か
し
御
他
言
〈
無
之
様
願
上
候
也
、

（
ご
プ
リ
ハ
ー
ト
プ
ラ
ク
チ
ー
ス
…
胃
］
ぐ
：
《
目
鼻
昌
天
開
業
。

（
己
四
郎
・
・
・
惟
準
弟
、
明
治
三
十
八
年
没
。

三
）
松
本
錐
太
郎
・
良
順
の
長
男
、
明
治
十
二
年
四
月
六
日
没
。

（
巴
石
川
…
陸
軍
軍
医
監
石
川
桜
所
、
明
治
十
三
年
没
、
年
五
十
九
。

（
ご
惟
準
は
明
治
十
一
年
七
月
、
陸
軍
本
病
院
出
仕
を
免
ぜ
ら
れ
、
大
阪
鎮
台
病

院
長
を
仰
付
け
ら
れ
同
月
下
旬
大
阪
に
移
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
年
の
書
簡

と
推
定
さ
れ
る
。

（
ご
橋
本
・
・
橋
本
綱
常
。
明
治
十
一
年
九
月
四
日
、
中
部
検
閲
使
随
行
を
仰
付
け

ら
れ
る
。
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第
六
一
八
号
文
書
緒
方
惟
準
書
状
池
田
謙
斎
宛
〔
斎
藤
〕

（
封
筒
表
）

東
京
駿
河
台
北
甲
賀
町
九
番
地
池
田
一
等
侍
医
殿
要
用
乞
親
展
（
消

印
）

（
封
筒
裏
）

（
欠
）
阪
北
新
町
緒
方
惟
準
四
月
三
十
日
出
（
消
印
）

四
月
廿
六
日
御
認
之
尊
書
相
達
拝
読
仕
候
、
時
下
春
暖
之
候
高
堂
御
惣
容

様
益
御
清
福
被
為
在
御
起
居
、
珍
重
不
斜
奉
万
賀
候
、
次
二
当
方
一
同
無

異
消
日
罷
在
候
、
乍
恐
御
休
伸
可
被
下
候
、
御
伯
母
様
〈
道
中
御
労
も
不

伺
も
御
座
候
〈
、
台
下
方
尚
御
内
願
被
成
下
度
、
奉
伏
願
候
、
実
〈
三
弟

（
一
一
）

十
郎
イ
タ
リ
ヤ
国
二
於
テ
不
都
合
之
廉
々
、
近
頃
同
国
駐
在
領
事
中
島
万

吉
帰
朝
被
致
居
候
二
付
、
遺
子
一
条
井
二
負
財
等
相
片
附
申
度
中
島
も
来

一
月
〈
再
々
夫
之
国
二
罷
越
候
趣
、
秀
以
心
中
取
急
居
候
、
此
度
は
賢
案

可
被
下
候
、
外
二
申
上
度
事
如
山
有
之
候
得
共
、
御
存
之
拙
文
ニ
テ
不
得

其
意
候
間
、
不
日
上
京
之
上
万
々
可
申
述
候
、
先
右
御
依
頼
件
々
申
上
度

如
斯
候
、
草
々
謹
白

（
一
二
）

十
一
月
廿
三
日

惟
準
拝

謙
斎
賢
里
兄

座
前

（
一
）
田
中
信
吾
…
安
政
三
年
適
塾
入
門
、
田
中
癸
太
郎
、
金
沢
医
学
所
学
長
。
明

治
十
二
年
県
立
金
沢
病
院
長
。
明
治
三
十
三
年
没
、
年
六
士
一
。

三
）
三
弟
十
郎
…
洪
庵
の
三
男
。
嘉
永
六
年
九
月
十
二
日
生
。
フ
ラ
ン
ス
に
留
学

す
る
が
明
治
十
一
年
四
月
四
日
没
。

（
一
己
前
注
よ
り
、
十
郎
が
イ
タ
リ
ア
で
死
亡
し
た
明
治
十
一
年
と
推
定
さ
れ
る
。

第
六
一
二
○
号
文
書
緒
方
書
状
池
田
宛
〔
斎
藤
〕

拝
啓
、
益
御
清
適
奉
賀
候
、
然
者
先
夕
〈
身
上
二
付
種
々
御
配
慮
難
有
奉

（
一
）

多
謝
候
、
愚
弟
重
一
節
事
一
週
日
前
方
寒
冒
熱
一
一
罹
リ
居
候
処
、
今
以
解

熱
不
仕
、
毎
日
悪
寒
発
熱
三
十
九
度
以
上
、
サ
ル
チ
ー
ル
酸
服
用
候
〈
、

其
日
ハ
三
十
六
七
度
二
下
降
致
候
、
此
節
チ
ヒ
ュ
ス
流
行
之
際
二
付
、
甚

以
同
人
も
心
配
罷
在
候
、
就
て
は
御
多
用
中
恐
入
候
得
共
、
御
寸
閑
之
節

一
応
御
来
診
奉
伏
願
候
、
右
不
取
敢
願
用
申
述
度
如
斯
御
座
候
、
勿
々
不

被
為
在
日
を
御
見
物
二
相
成
居
、
昨
日
方
西
京
見
物
二
御
越
被
遊
候
間
、

必
す
御
心
配
被
遊
間
敷
候
、
扱
迂
生
身
上
巨
細
石
黒
方
御
聞
取
被
下
候
趣
、

難
有
奉
存
候
、
如
仰
定
説
無
之
と
被
思
候
も
面
白
敷
か
ら
す
、
先
す
家
族

を
遣
シ
置
出
京
可
仕
候
、
松
本
林
之
厚
意
も
有
之
、
奎
以
決
心
之
上
罷
出

可
申
侯
間
、
最
早
林
君
え
ハ
右
御
話
無
之
様
奉
願
候
、
只
今
伝
信
ニ
テ
昨

（
一
）

廿
九
日
軍
医
監
拝
命
申
来
候
、
誠
二
年
来
之
御
周
旋
ヲ
蒙
リ
、
今
般
一
等

昇
進
難
有
奉
存
候
、
先
右
尊
答
芳
御
礼
申
述
度
如
此
侯
、
謹
言

（
一
一
）

四
月
州
日

惟
準
拝

謙
斎
尊
長
兄

虎
皮
下

再
伸
、
来
月
中
旬
頃
出
京
可
致
と
存
被
候
間
、
又
候
其
節
〈
御
厄
介
之

程
奉
願
候
也
、

（
こ
軍
医
監
：
惟
準
は
明
治
十
三
年
四
月
一
千
八
日
陸
軍
軍
医
監
兼
陸
軍
薬
剤
監

に
任
ぜ
ら
れ
、
軍
医
本
部
次
長
を
仰
付
け
ら
れ
た
。

（
二
）
前
注
の
事
情
に
よ
り
東
京
に
転
任
す
る
直
前
で
、
明
治
十
三
年
と
推
定
さ
れ

る
。
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第
六
一
一
八
号
文
書
緒
方
書
状
池
田
宛
〔
斎
藤
〕

昨
夕
は
御
草
臥
之
処
御
来
診
相
願
、
難
有
奉
拝
謝
候
、
釦
昨
夜
御
示
之
芥

子
電
法
水
蛭
貼
用
之
義
、
午
前
一
時
芥
子
電
法
ヲ
施
シ
候
得
共
、
十
四
分

時
間
｝
一
シ
テ
難
堪
申
聞
痙
掌
状
之
模
様
之
有
、
下
脚
以
下
版
冷
候
一
一
付
去

除
、
温
保
法
ヲ
連
用
候
、
三
時
二
至
り
発
温
、
次
テ
大
小
便
（
欠
）
大
便
ハ

（
混
の
誤
力
）

水
潟
中
少
塊
之
糞
分
（
欠
）
小
便
〈
多
量
梱
濁
、
夫
方
漸
精
神
爽
快
二
赴
キ

始
テ
夢
覚
ス
ル
如
シ
、
略
疾
も
大
一
一
減
少
食
気
ヲ
発
シ
、
「
ソ
プ
」
（
米
汁
）

「
ビ
ス
ケ
ッ
ト
」
等
ヲ
嚥
下
ス
又
タ
易
シ
、
以
テ
昨
夕
ノ
如
ク
略
疾
多
カ

ラ
ス
、
今
朝
八
時
半
頃
又
々
大
小
便
之
有
前
同
様
二
候
、
大
一
一
甘
禾
ノ
下

利
物
ニ
シ
テ
色
臭
も
相
似
タ
リ
、
脈
榑
ハ
八
十
四
次
な
り
、
先
良
兆
嗽
と

被
存
候
一
一
付
、
不
取
敢
右
申
上
度
且
〈
昨
夕
之
御
礼
申
述
度
如
此
候
、
草

々
不
備

廿
四
日
緒
方

池
田
様
・

尚
を
本
日
御
寸
閑
之
節
御
来
診
願
上
候
也
、

（
マ
マ
）

精
神
過
敏
ハ
同
様
一
一
シ
テ
聴
官
鋭
敬
ナ
リ
、

備（
ご
重
三
郎
…
洪
庵
の
末
男
、
安
政
五
年
六
月
一
日
出
生
。
明
治
十
九
年
三
月
六

日
没
。

（
己
前
注
よ
り
重
三
郎
生
前
、
明
治
十
八
年
以
前
。

（
一
一
）

十
二
月
十
二
日

池
田
様

緒
方
拝

第
六
二
五
号
文
書
緒
方
惟
準
書
状
池
田
謙
斎
宛
〔
斎
藤
〕

（
封
筒
表
）

東
京
神
田
区
駿
河
台
北
甲
賀
町
九
番
地
池
田
謙
斎
様
拝
答
緒
方
惟
準

（
消
印
）

（
封
筒
裏
）

十
二
月
二
十
九
日
從
大
坂
今
橋
三
丁
目
（
消
印
）

（
一
）

再
伸
、
同
姓
拙
斎
方
も
宜
敷
御
礼
申
上
被
呉
候
様
申
出
候
也
、

（
一
一
）

尊
害
拝
読
、
満
堂
御
惣
容
様
益
御
清
康
奉
恐
賀
候
、
然
は
老
母
大
患
俄
一
一

申
越
、
即
日
出
発
仕
候
故
、
参
堂
之
余
時
無
之
失
敬
仕
候
、
此
段
御
用
捨

願
上
候
、
病
症
〈
昨
年
之
通
り
肺
気
腫
方
炭
酸
中
毒
諸
症
相
発
、
小
生
着

坂
之
日
〈
極
点
｜
一
達
シ
居
り
候
一
一
付
、
不
取
敢
昨
年
ノ
御
方
書
通
甘
耒
下

剤
相
投
候
処
、
三
四
時
間
ヲ
過
キ
テ
多
量
の
便
通
大
小
便
共
有
之
、
其
後

漸
次
二
脳
症
減
退
、
本
日
一
一
至
テ
ハ
精
神
も
醒
覚
致
候
、
惟
々
衰
弱
と
未

タ
横
臥
充
分
ナ
ラ
ス
候
、
右
一
一
付
怯
疾
剤
と
キ
’
一
－
子
カ
ン
フ
ル
合
剤
を

投
与
罷
在
候
、
尚
御
考
も
有
之
候
〈
坐
御
方
書
願
上
候
、
昨
年
と
異
ナ
ル

処
〈
只
々
手
足
の
浮
腫
而
已
御
座
候
、
浮
腫
も
廿
六
日
来
漸
次
消
槌
仕
候
、

留
守
宅
小
児
気
管
支
カ
タ
ル
’
一
テ
御
診
察
相
願
、
早
速
快
方
仕
候
由
難
有

奉
存
候
、
乍
此
上
留
守
宅
之
義
恐
入
候
得
共
万
事
宜
敷
奉
伏
願
候
、
○
次

（
マ
マ
）

郎
様
未
タ
全
ク
御
解
熱
と
被
成
候
よ
し
、
誠
一
一
御
心
配
申
上
候
間
、
折
角

御
加
養
専
一
奉
祷
侯
、
本
年
も
最
早
一
両
日
ト
相
成
、
蝿
を
御
多
忙
被
為

在
候
ハ
ん
と
奉
存
候
、
先
右
不
取
敢
尊
答
申
上
度
、
早
々
如
此
御
座
候
、

謹
言

（
二
一
）極

月
廿
九
日
惟
準
拝

謙
斎
大
兄

尚
々
、
御
伯
母
様
え
宜
敷
御
致
声
可
被
下
侯
、
老
母
も
前
文
之
次
第
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第
六
二
一
号
文
書
緒
方
惟
準
書
状
池
田
謙
斎
宛

第
六
一
七
号
文
書
緒
方
惟
準
書
状
池
田
謙
斎
宛
〔
斎
藤
〕

拝
啓
時
下
余
寒
甚
敷
候
得
共
、
玉
堂
皆
様
益
御
多
祥
奉
拝
賀
候
、
扱
当
地

（
マ
マ
）

市
街
並
｝
一
兵
営
一
一
流
行
性
脳
背
髄
莫
炎
先
月
上
旬
怠
特
発
致
居
候
処
、
長

（
一
）

男
整
之
助
先
月
廿
五
日
頃
倉
該
症
一
一
罹
リ
、
最
急
性
二
は
無
之
候
得
共
漸

次
悪
兆
ヲ
呈
シ
、
本
日
一
｜
て
は
余
程
虚
脱
ニ
陥
り
半
昏
睡
、
一
同
痛
心
罷

在
候
、
辿
も
今
回
は
万
死
ヲ
遁
レ
難
ク
ト
被
存
候
、
御
地
一
一
罷
在
候
ハ
ュ

早
速
尊
診
二
預
リ
、
又
ご
回
生
之
道
も
可
有
之
歎
卜
、
夫
ノ
ミ
残
懐
一
一
御

座
候
、
御
序
も
有
之
候
ハ
坐
、
右
箕
作
氏
保
田
氏
等
え
御
通
知
奉
願
候
、

尚
今
明
日
之
処
危
険
一
一
被
存
候
故
、
一
応
生
前
右
申
上
度
、
取
急
呈
不
毫

候
、
勿
々
拝
具

（
一
一
）二

月
六
日
夜
緒
方
惟
準

池
田
謙
斎
様座

右

（
一
）
整
之
助
・
・
・
惟
準
の
長
男
、
明
治
二
十
一
年
二
月
十
二
日
病
没
、
年
二
十
。

（
一
二
整
之
助
死
亡
直
前
の
明
治
二
十
一
年
と
推
定
さ
れ
る
。

（
一
）
拙
斎
・
・
惟
準
の
妹
八
千
代
の
婿
養
子
。
文
久
二
年
洪
庵
が
江
戸
に
出
た
跡
適

塾
を
継
ぐ
。
明
治
二
年
文
部
中
助
教
、
四
等
権
大
助
教
と
な
り
、
五
年
造
幣

局
御
用
掛
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
二
十
年
惟
準
と
共
に
緒
方
病
院
を
設
立
し
て
院

主
と
な
る
。
明
治
四
十
四
年
没
、
年
七
十
八
。

（
ご
老
母
：
・
洪
庵
夫
人
八
重
、
明
治
十
九
年
二
月
七
日
没
、
年
六
十
五
。

（
一
己
惟
準
母
の
病
没
前
の
明
治
十
八
年
と
推
定
さ
れ
る
。

二
付
、
今
般
も
先
す
万
死
古
一
生
ヲ
得
候
〈
ん
鰍
と
存
候
也
、

〔
斎
藤
〕

第
六
二
二
号
文
書
緒
方
惟
準
書
状
池
田
謙
斎
宛
〔
斎
藤
〕

（
封
筒
表
）

東
京
駿
河
台
北
甲
賀
町
九
番
地
池
田
謙
斎
様
拝
復
大
坂
緒
方
惟
準

（
封
筒
裏
）
↑

（
消
印
）

尊
書
難
有
拝
読
、
時
下
寒
冷
之
節
玉
堂
御
惣
容
様
益
御
清
栄
奉
賀
候
、
爾

来
無
申
訳
御
疎
遠
之
段
、
平
一
一
御
海
恕
可
被
下
候
、
野
生
先
月
「
へ
。
〈

チ
上
ス
」
’
一
罹
リ
、
一
時
〈
苦
悩
仕
候
得
共
、
幸
一
一
早
速
全
快
致
候
、
右

御
尋
ヲ
蒙
リ
難
有
奉
万
謝
候
、
扱
先
年
内
願
仕
候
義
今
以
御
心
頭
一
一
被
為

懸
、
種
々
御
配
慮
被
成
下
候
段
、
重
為
難
有
奉
存
候
、
今
回
命
二
從
上
、

（
一
）

野
生
宮
内
省
出
仕
之
履
歴
相
認
差
上
置
候
之
間
、
宜
布
御
取
為
奉
願
候
、

尤
も
明
治
初
年
ノ
義
一
一
付
、
辞
令
書
無
之
分
多
監
口
頭
ニ
テ
被
申
付
候
義

も
有
之
候
、
野
生
日
記
中
二
依
り
摘
撮
シ
要
事
ノ
ミ
相
認
申
候
、
実
二
明

治
初
年
西
京
一
一
テ
被
召
出
候
節
〈
、
宮
内
諸
事
未
開
一
一
て
大
苦
心
仕
候
義

〈
御
推
察
可
被
下
候
、
先
右
御
貴
答
迄
、
余
奉
期
後
便
候
、
恐
灸
拝
具

（
一
一
）十

二
月
十
一
日
緒
方
惟
準

池
田
謙
斎
様
玉
案
下

尚
々
当
年
も
最
早
余
日
無
之
、
嚥
々
御
多
忙
可
被
為
入
と
奉
存
候
、
時

下
折
角
御
厭
専
一
可
被
遊
候
、
愚
妻
方
も
御
一
同
様
え
宜
布
申
出
候
也
、

（
一
）
宮
内
省
出
仕
之
履
歴
…
惟
準
が
従
四
位
に
叙
せ
ら
れ
た
の
は
謙
斎
の
上
申
が

あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
と
き
惟
準
が
謙
斎
に
差
出
し
た
履
歴
書
と
推
定
さ

れ
る
。

三
）
惟
準
が
従
四
位
に
叙
せ
ら
れ
た
の
は
明
治
二
十
四
年
十
二
月
二
十
六
日
で
あ

っ
た
。
こ
の
直
前
の
書
簡
と
推
定
さ
れ
る
。
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第
六
一
九
号
文
書
緒
方
惟
準
池
田
謙
斎
宛
〔
斎
藤
〕

（
封
筒
表
）

京
都
三
本
木
仲
ノ
町
榊
原
邸
北
隣
侍
医
局
長
池
田
謙
斎
殿
拝
復

（
封
筒
裏
）

浪
花
緒
方
惟
準
（
消
印
）

芳
耆
拝
読
、
時
下
春
和
相
催
候
処
、
台
下
益
御
多
祥
、
一
昨
廿
七
日
御
安

着
／
之
段
奉
恐
賀
候
、
次
一
一
茅
屋
一
同
無
異
消
光
罷
在
候
、
乍
悼
御
安
意

芳
墨
拝
謂
、
時
下
秋
冷
近
日
相
催
候
処
、
先
以
玉
堂
御
惣
容
様
益
御
清
寧

奉
恐
賀
候
、
次
二
茅
屋
一
同
無
異
送
光
、
御
休
伸
可
被
下
候
、
掴
春
来
多

忙
二
罷
在
、
乍
存
御
無
沙
汰
之
段
平
｝
一
御
海
恕
可
被
下
候
、
欠
下
友
造
本

日
来
訪
一
一
付
如
何
と
も
致
シ
、
弊
院
一
一
て
医
員
中
二
相
加
へ
可
申
処
、
何

分
定
員
外
三
雇
入
相
断
り
候
規
則
二
て
、
今
暫
時
欠
員
有
之
候
ま
て
猶
余

之
義
申
聞
置
候
間
、
此
段
貴
台
｝
一
も
御
含
置
奉
願
上
候
、
同
子
え
ハ
欠
員

次
第
西
京
旅
宿
ま
で
申
入
候
と
申
述
置
候
、
先
右
貴
酬
申
述
度
、
取
急
如

斯
候
、
早
を
不
尽

（
一
）十

一
月
八
日
夕
惟
準
拝

謙
斎
賢
兄

尚
々
時
下
折
角
御
厭
専
一
可
被
遊
候
、
野
生
義
已
二
尊
地
ヲ
去
り
満
六

ケ
年
二
相
成
候
故
、
亡
父
墓
参
秀
一
応
出
京
仕
度
心
得
候
得
共
、
御
承

知
之
通
り
医
業
〈
何
分
］
一
も
手
放
シ
他
行
仕
兼
、
今
に
猶
余
罷
在
候
、

何
し
本
月
末
方
〈
少
を
病
用
も
閑
一
一
可
相
成
被
考
候
故
、
是
非
ト
モ
本

年
中
｝
ス
出
京
、
久
々
拝
語
ヲ
得
度
相
楽
居
候
也
、

（
一
）
「
尊
地
ヲ
去
り
満
六
ヶ
年
」
と
あ
る
の
で
明
治
二
十
六
年
と
推
定
さ
れ
る
。

第
六
二
○
号
文
書
緒
方
惟
準
書
状
池
田
謙
斎
宛
〔
斎
藤
〕

（
封
筒
表
）

東
京
池
田
謙
斎
様
親
展

（
封
筒
裏
）

托
小
林
謙
三
君
緒
方
惟
準
粗
品
相
添

拝
啓
、
時
下
春
寒
甚
敷
候
得
共
、
玉
堂
御
惣
容
様
益
御
清
適
奉
恐
賀
候
、

扱
爾
来
御
病
状
如
何
被
為
在
候
哉
、
日
々
御
案
申
上
居
候
、
時
々
御
伺
に

可
致
候
之
処
、
業
務
ノ
為
メ
無
申
訳
御
疎
音
、
平
一
一
御
海
恕
可
被
下
候
、

当
地
新
紙
一
一
て
今
般
御
勲
功
一
一
て
御
華
族
二
被
列
、
御
爵
迄
御
受
二
相
成

（
一
）

可
被
下
候
、
扱
廣
島
表
御
在
営
中
一
応
御
伺
仕
度
存
居
候
処
、
業
務
多
忙

二
て
乍
遺
憾
御
無
沙
汰
仕
候
段
、
平
一
一
御
許
容
可
被
下
候
、
此
度
御
申
越

（
一
一
）

之
「
ヱ
・
ヘ
ー
」
さ
し
革
帯
、
早
速
侃
劔
師
え
申
遣
候
処
、
当
時
出
来
合
〈

無
之
候
ど
も
三
四
日
中
一
一
出
来
候
趣
故
、
精
を
早
く
出
来
上
り
候
様
申
候

間
、
出
来
次
第
御
送
り
申
上
候
、
代
価
ハ
ニ
円
五
十
銭
位
卜
申
居
候
、
態

々
右
金
必
ス
御
送
附
一
天
不
及
候
、
何
し
御
在
京
中
一
一
〈
一
応
御
伺
可
仕

心
得
候
、
愚
妻
方
も
宜
敷
申
出
候
、
過
日
上
京
候
節
ハ
毎
度
参
館
御
厄
介

一
一
相
成
候
赴
、
難
有
奉
多
謝
候
、
右
御
貴
答
、
早
狗
拝
具

（
一
二
）四

月
二
十
九
日
夜
惟
準
拝

謙
斎
大
兄

玉
机
下

（
一
）
廣
島
表
御
在
営
中
：
．
明
治
二
十
七
年
九
月
、
大
本
営
か
広
島
に
移
っ
た
際
、

謙
斎
が
供
奉
仰
付
け
ら
れ
た
こ
と
を
さ
す
。

（
二
）
ヱ
・
ヘ
ー
・
・
ん
己
介
、
フ
ラ
ン
ス
至
叩
エ
・
へ
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
。

二
一
）
注
（
こ
よ
り
明
治
二
十
八
年
と
推
定
さ
れ
る
。
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第
六
二
七
号
文
書
緒
方
惟
準
書
状
池
田
謙
斎
宛
〔
斎
藤
〕

（
封
筒
表
）

東
京
神
田
区
駿
河
台
北
甲
賀
町
九
番
地
池
田
謙
斎
様
大
坂
緒
方
惟

平
安

準
拝
復

緒
方
洪
庵
先
生
夫
婦
一
族
籍
入

兄 母 父 （
封
筒
裏
）

（
一
）

五
月
九
日
夕
消
印
（
五
月
十
一
日
イ
便
）

・
足
守
藩
佐
伯
瀬
左
衛
門
次
男

候
段
承
知
致
シ
、
実
に
御
悦
申
侯
、
／
近
頃
之
御
様
子
御
伺
迄
、
粗
末
之

品
供
貴
覧
候
、
御
笑
味
被
下
候
〈
、
本
懐
之
至
候
、
右
得
貴
意
度
如
斯
候
、

早
為
拝
具

（
一
）

二
月
七
日
緒
方
惟
準
拝

池
田
賢
兄

二
白
、
御
伯
母
様
御
一
同
え
宜
布
御
致
声
可
被
下
候
也
、

（
一
）
謙
斎
か
男
爵
に
列
せ
ら
れ
た
明
治
三
十
一
年
と
推
定
さ
れ
る
。

法
眼
緒
方
洪
庵

兵
庫
県
有
馬
郡
名
塩
村
平
民

億
川
百
記
長
女

緒
方
洪
庵
妻

八
重
子

大
坂
府
士
族

従
四
位
勲
三
等
緒
方
惟
準

旧
幕
府
奥
医
師

第
六
一
五
号
文
書
緒
方
惟
準
書
状
池
田
謙
斎
宛
〔
斎
藤
〕

新
年
之
御
吉
慶
芽
出
度
申
納
候
、
高
堂
御
惣
容
様
益
御
機
嫌
能
御
越
年
被

遊
、
珍
重
恐
賀
奉
雀
踊
候
、
次
一
一
弊
宅
一
同
無
異
加
齢
仕
候
、
乍
揮
御
休

伸
可
被
下
候
、
扱
平
素
〈
御
無
沙
汰
の
ミ
平
一
一
御
海
恕
可
被
下
候
、
昨
春

以
来
国
難
生
し
候
得
共
、
海
陸
軍
共
連
戦
連
捷
、
已
に
東
洋
艦
隊
を
全
滅

し
終
二
難
攻
不
落
之
旅
順
要
塞
も
今
一
日
一
一
陥
落
ス
、
実
二
芽
出
度
国
運

互
に
御
同
慶
此
上
も
無
之
侯
、
誠
二
互
一
一
斯
ノ
如
キ
盛
世
二
遇
上
、
国
光

第
六
二
九
号
文
書
惟
準
書
状
謙
斎
先
生
宛
〔
斎
藤
〕

尚
々
結
構
な
る
御
品
御
送
付
一
一
預
リ
有
難
奉
万
謝
候
也
、

五
月
五
日
御
認
之
貴
書
難
有
拝
謂
仕
候
、
時
下
春
和
之
候
満
堂
御
惣
容
様

益
御
多
祥
奉
恐
賀
候
、
随
て
拙
宅
一
同
も
無
事
消
光
罷
在
候
、
乍
偉
御
休

伸
可
被
下
候
、
掴
爵
位
局
え
親
属
書
御
進
達
一
一
付
、
御
間
合
之
条
を
別
紙

記
入
有
之
候
、
も
し
御
不
分
明
ノ
処
も
有
之
候
〈
入
、
又
々
御
申
遣
願
候
、

（
一
）

伊
東
兄
一
一
も
御
養
生
不
被
為
叶
終
一
一
御
逝
去
被
成
候
赴
、
通
知
二
て
驚
入

申
候
、
追
々
知
己
朋
友
欠
亡
致
し
、
心
細
く
被
存
候
、
何
レ
吾
等
も
不
遠

内
と
覚
悟
罷
在
候
、
右
拝
復
言
余
期
後
信
候
、
草
々
不
尽

（
一
一
）
。五

月
九
日
夕
惟
準
拝

謙
斎
老
兄
座
右

（
一
）
伊
東
・
・
伊
東
方
成
、
侍
医
兼
宮
中
顧
問
官
。
明
治
三
十
一
年
五
月
二
日
没
、

年
六
十
七
。

（
ご
前
注
よ
り
明
治
三
十
一
年
と
推
定
さ
れ
る
。

（
一
）
書
簡
六
二
九
の
添
書
で
謙
斎
の
受
爵
の
際
の
親
属
書
下
書
き
と
推
定
さ
れ
る
。
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第
六
一
六
号
文
書

乍
恐
口
上

候
様
被
仰
付
侯
二
付
、
鴦

行
政
官
緒
方
玄
蕃
少
允
殿

の
全
世
界
一
一
発
展
ス
ル
を
見
る
ト
ハ
思
ハ
サ
ル
処
ナ
リ
シ
慶
賀
々
々
、
右

年
賀
ト
共
一
一
祝
詞
申
述
度
不
毫
如
斯
候
、
恐
を
拝
具

舟
八
年
一
月
三
日

緒
方
惟
準

一
、
去
夏
横
浜
表
え
大
病
院
御
取
建
二
相
成
候
以
来
、
不
肖
之
私
え
病
院

医
師
頭
取
仰
付
、
右
病
院
当
府
え
御
引
移
し
二
相
成
候
て
も
、
引
続
相
勤

侯
様
被
仰
付
侯
一
一
付
、
篶
才
な
が
ら
鞠
躬
尽
力
相
勤
居
候
処
、
当
正
月
於

尚
々
、
時
下
寒
気
劇
敷
候
問
、
／
折
角
御
自
愛
専
一
可
被
遊
候
、
乍
末

筆
御
惣
容
様
へ
宜
敷
御
至
声
希
候
也
、

池
田
謙
斎
大
兄

大
病
院
頭
取
（
前
田
信
輔
）

〔
斎
藤
〕
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